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毎
年
恒
例
の
組
合
研
修
旅
行

は
、
今
回
は
六
月
十
三
日(

土)

、

十
四
日(

日)

の
一
泊
二
日
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

十
三
日
の
午
前
九
時
半
に
バ

ス
で
上
野
か
ら
出
発
し
、
見
学

先

の

千

葉

県

船

橋

市

に

あ

る

「
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
千
葉
工
場
」

に
向
か
い
、
十
一
時
よ
り
工
場

見
学
を
し
ま
し
た
。 

 

千
葉
工
場
は
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
の
主
力
商
品
で
あ
る
「
サ
ッ

ポ
ロ
黒
ラ
ベ
ル
」
を
生
産
し
て 

                    
お
り
、
目
の
前
に
広
が
る
青
い

海
と
、
敷
地
面
積
の
四
分
の
一

以
上
を
占
め
る
花
や
緑
に
囲
ま

れ
た
、
見
て
味
わ
っ
て
楽
し
め

る
ビ
ー
ル
工
場
。
環
境
に
対
し

て
も
最
大
限
配
慮
し
、
製
造
工

程
か
ら
で
る
副
産
物
・
廃
棄
物

は
一
〇
〇
％
再
資
源
化
し
て
い

る
最
新
鋭
の
工
場
で
し
た
。 

 

一
行
は
案
内
嬢
の
説
明
で
根

工
場
を
見
学
し
な
が
ら
根
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
歴
史
や
、
会
社

と
し
て
の
歩
み
、
ビ
ー
ル
製
造

の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。 

 

同
社
は
一
八
七
二
年
に
開
拓

使
の
お
雇
い
外
国
人
に
よ
っ
て

北
海
道
内
で
の
国
産
ホ
ッ
プ
の

発
見
に
よ
り
。
一
八
七
七
年
に 

「
開
拓
使
麦
酒
醸
造
所
」
を
設

立
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

 

そ
の
後
一
八
八
七
年
に
「
札

幌
麦
酒
会
社
」
を
設
立
、
同
じ

年
に
「
日
本
麦
酒
醸
造
会
社
」

を
設
立
し
、
一
八
九
〇
年
に
「
恵

比
寿
ビ
ー
ル
」
を
発
売
、
の
ち

に
町
の
名
前
が
現
在
の
恵
比
寿

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

そ
し
て
札
幌
、
日
本
、
大
阪

の
三
大
ビ
ー
ル
会
社
が
一
九
〇

六
年
に
「
大
日
本
麦
酒
株
式
会

社
」
を
設
立
し
、
そ
の
後
一
九

七
七
年
に
「
サ
ッ
ポ
ロ
び
ん
生
」

(

現
在
の
黒
ラ
ベ
ル)

が
誕
生
し

た
そ
う
で
す
。 

 

工
場
見
学
の
後
は
、
マ
リ
ン

ハ
ウ
ス
で
待
望
の
黒
ラ
ベ
ル
の

試
飲
が
行
わ
れ
、
お
い
し
い
ビ

ー
ル
の
注
ぎ
方
な
ど
を
学
ん
だ

後
、
全
員
で
乾
杯
、
作
り
立
て

の
黒
ラ
ベ
ル
を
心
ゆ
く
ま
で
味

わ
い
ま
し
た
。 

 
最
後
に
は
札
幌
黒
ラ
ベ
ル
特

性
の
グ
ラ
ス
を
お
土
産
に
頂
い

て
、
一
行
は
バ
ス
の
中
で
昼
食

を
摂
り
な
が
ら
、
宿
泊
先
の
千

葉
県
館
山
市
の
「
ホ
テ
ル
川
端
」 

に
到
着
し
ま
し
た
。 

 

午
後
六
時
か
ら
は
懇
親
会
が

開
か
れ
、
平
山
理
事
長
が
「
今

日
は
仕
事
を
忘
れ
て
大
い
に
英

気
を
養
い
た
い
」
と
挨
拶
し
、

協
賛
会
の
恩
田
副
会
長
が
「
今

後
も
組
合
員
と
協
賛
会
の
共
存

共
栄
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と

乾
杯
の
音
頭
を
取
り
、
こ
れ
ま

で
の
組
合
研
修
旅
行
の
中
で
は

一
番
盛
り
上
が
っ
た
懇
親
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

翌
日
は
い
つ
も
通
り
ゴ
ル
フ

組
と
観
光
組
に
分
か
れ
、
ゴ
ル

フ
組
は
館
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
に
お
い
て
「
第
一
〇
四
回
ラ

ベ
ル
会
』
が
開
催
さ
れ
、
四
組

十
三
名
が
十
八
ホ
ー
ル
、
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
で
争
っ
た
結
果
、

サ
ン
ワ
コ
ー
ケ
ン
の
高
橋
範
幸

社
長
が
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

九
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
〇
、

三
九
の
七
九
で
見
事
優
勝
、
業

界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
実
力
を
見

せ
つ
け
ま
し
た
。 

 

観
光
組
は
館
山
城
や
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク
、
道
の
駅
な
ど
で
買

い
物
を
し
た
り
、
昼
に
は
鯨
料

理
に
舌
鼓
を
打
つ
な
ど
、
十
分

に
英
気
を
養
い
、
午
後
七
時
半

に
上
野
に
到
着
し
ま
し
た
。 
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組

合

で

は

東

京

都

中

小

企

業
団
体
中
央
会
の
「
平
成
二
十

七
年
度
団
体
向
け
小
規
模
事
者

持
続
化
支
援
事
業
」
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

同
事
業
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
や
専
門
家
を
活
用
し
て
、
事

業
承
継
や
事
業
継
続
に
向
け
た

課
題
（
業
態
転
換
、
後
継
者
育

成
、
需
要
開
拓
、
起
業
・
第
二

創
業
等
）
の
解
決
に
取
り
組
む

中
小
企
業
組
合
を
支
援
す
る
も

の
で
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
費
用

(

講
師
謝
金
、
会
場
費
、
資
料
費)

な
ど
の
全
額
が
助
成
さ
れ
る
も

の
で
す
。 

 

組
合
で
は
こ
こ
最
近
、
後
継

ぎ
が
い
な
い
た
め
に
廃
業
と
い

う
最
悪
の
ケ
ー
ス
に
な
っ
て
し

ま
う
組
合
員
が
少
な
く
な
い
た

め
、
事
業
承
継
に
つ
い
て
組
合

と
し
て
取
り
組
も
う
と
い
う
ム

ー
ド
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

事
業
承
継
に
は
一
般
的
に
①

子
供
や
親
族
に
譲
る
ケ
ー
ス
②

従
業
員
に
譲
る
ケ
ー
ス
③
Ｍ
＆

Ａ(
企
業
買
収)

④
廃
業
の
四
つ

の
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
最
後
の
廃
業
と
い

う
最
悪
の
選
択
肢
を
取
ら
な
い

た
め
に
も
、
事
業
承
継
の
正
し

い
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。 

 

今
回
は
左
記
の
通
り
三
回
の

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
事
業
承
継
と
は
何
か
と

い
う
基
礎
知
識
か
ら
、
事
業
承

継
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
問
題
点
、

そ
し
て
事
業
承
継
と
は
必
ず
し

も
後
継
者
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
新
規
分
野
へ
の
進
出
や
業

態
転
換
に
よ
っ
て
事
業
を
持
続

す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。 

セ

ミ

ナ

ー

の

開

催

日

程

は

次
の
通
り
。 

■

第

一

回 

八

月

二

十

六

日(

水) 

午
後
六
時 

上
野
精

養
軒 

講
師
・
特
定
社
会
保
険

労

務

士

・

佐

藤

良

道

氏 

演

題
・「
事
業
承
継
の
基
礎
知
識
に

つ
い
て
」 

■

第

二

回 

十

月

二

十

一

日(

水)  

午
後
六
時 

上
野
精

養
軒 

講
師
・
特
定
社
会
保
険

労

務

士

・

佐

藤

良

道

氏 

演

題
・
「
事
業
承
継
に
つ
い
て
の

様
々
な
問
題
点
と
は
」 

 

■

第

三

回 

十

二

月

二

日

(

水) 

午
後
四
時 

上
野
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク 

講
師
・
清
宮
和

夫
氏 

演
題
・「
後
継
ぎ
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
事
業
承
継
」 

             

組
合
恒
例
の
第
十
七
回
ラ
ベ

ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展
」
は
、
今

年
も
十
一
月
十
四
日(

土)

に
、

台
東
区
柳
橋
の
『
東
商
セ
ン
タ

ー
』
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。 

 

同
展
は
今
や
業
界
の
恒
例
行

事
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
昨

年
は
過
去
最
高
の
十
九
社
が
出

展
し
、
百
五
十
名
が
会
場
を
訪

れ
ま
し
た
。 

 

今
回
で
十
七
回
目
に
な
り
ま

す
が
、
今
回
も
例
年
通
り
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、
一
社
で

も
多
く
の
出
展
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

開
催
概
要
、
出
展
申
し
込
み

は
左
記
の
通
り
。 

 

■

日

時

・
十

一
月

十

四

日

(

土) 

午
前
十
時
よ
り
午
後

四
時
ま
で 

 

■
会
場 

台
東
区
柳
橋
二
の

一

の

九 

東

商

セ

ン

タ

ー 

三
階
展
示
場 

■
出
展
料 

１
社
・

４
０
，

０
０
０
円(

消

費

税

別

途)

（
６
０
０
㎜×

１
８
０
０

㎜

の

展

示

台

２

台

分

の

ス

ペ
ー
ス
） 

■
展
示
品 

電
源
は
１
０
０

Ｖ
の
み
で
す
の
で
、
大
型
の

機
械
は
展
示
で
き
ま
せ
ん
。 

 

展
示
品
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

か

じ

め

事

務

局

に

ご

相

談

下
さ
い
。 

 

 

■
申
し
込
み 

八
月
末
に
Ｆ

Ａ

Ｘ

に

て

出

展

申

込

み

書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
九
月

二
十
五
日(

金) 

ま
で
に
お

申
込
み
下
さ
い
。 

 
 

                                

 
小規模事業者持続化支援事業を  
 

事業承継についてのセミナーを開催 

  廃業という最悪の結果を招く前に 

 
第 17 回ラベル関連ミニ機材展 
 

今年も 11 月１４日に開催 

近く出展申し込み開始へ 



 
 

     

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
５
は
、
来

る
九
月
十
一
日
か
ら
十
六
日
ま

で
の
六
日
間
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ

イ
ト
の
東
館
１
～
６
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

開
催
概
要
は
次
の
通
り
。 

名

称

・I
G

A
S

(

ア

イ

ガ

ス) 

2
0

1
5

 
(

国

際

総

合

印

刷

機

材

展)I
n

te
r
n

a
tio

n
a

l 
G

r
a

p
h

ic
 

A
r
ts

 S
h

o
w

 2
0

1
5

 

開
催
趣
旨
・
本
展
示
会
は
、

最
新
の
印
刷
・
紙
工
・
デ
ジ
タ

ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
関
連
の
機

材
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
一
堂

に
会
し
た
国
際
総
合
印
刷
機
材

展
で
す
。
最
新
技
術
や
様
々
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る

と
と
も
に
印
刷
産
業
の
未
来
を

展
望
で
き
る
場
で
す
。
ま
た
、

人
材
の
国
際
交
流
を
図
り
、
印

刷
産
業
お
よ
び
関
連
産
業
の
活

性
化
と
興
隆
に
貢
献
し
ま
す
。 

 

主
催
・
印
刷
機
材
団
体
協
議

会 
(J

a
p

a
n

 
G

r
a

p
h

ic
 

A
r
ts

 

S
u

p
p

lie
r
s

 
C

o
m

m
itte

e
: 

J
G

A
S

C
) 

ラ
ベ
ル
関
連
の
主
な
出
展 

      

者
は
次
の
通
り
。 

■
ア
イ
ア
ン
ド
ダ
ブ
リ
ュ
ー
■

ア
イ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
■
岩
崎

通
信
機
■
岩
崎
鉄
工
■
内
田
マ

シ
ナ
リ
ー
商
会
■
エ
ス
コ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
■
エ
プ
ソ
ン
販
売

■
加
貫
ロ
ー
ラ
製
作
所
■
ク
ロ

ス
リ
ン
ク
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
■
源

祐
■
光
文
堂
■
コ
ム
テ
ッ
ク
ス

■
三
機
機
械
■
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ

ネ
ス
■
三
條
機
械 

製
作
所
■
サ
ン
ワ
コ
ー
ケ
ン
■

太
陽
機
械
製
作
所
■
タ
カ
ノ
機

械
製
作
所
■
塚
谷
刃
物
製
作
所

■
Ｔ
＆
Ｋ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
■
Ｔ
Ｏ

Ｏ
Ｖ
■
東
洋
イ
ン
キ
■
東
洋
化

学
紹
介
■
東
洋
紡
■
東
レ
■
ナ

ビ
タ
ス
ビ
ジ
ョ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
■
日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ド
パ

ッ
カ
ー
ド
■
萩
原
工
業
■
ビ
ー

エ

ス

テ

ィ

・

エ

ル

ト

ロ

マ

ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
■
富
士
フ
ィ
ル

ム
■
ベ
ル
パ
ッ
ク
■
堀
金
箔
粉

■
丸
新
製
作
所
■
ミ
マ
キ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
■
ミ
ヤ
コ
シ
■

リ
ン
テ
ッ
ク 

 

理
事
会
議
事
録 

 

日
時
・
七
月
十
四
日(

火) 

午
後
六
時 

会
場
・
連
合
会
会
議
室 

《
議
題
》 

① 

事
業
持
続
化
支
援
事
業 

 
 

に
つ
い
て 

本

間

専

務

理

事

よ

り

東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央

会

の
助
成
金
事
業
で
あ
る
「
小

規

模

事

業

者

持

続

化

支

援

事
業
」
に
手
を
挙
げ
、
申
請

し

た

と

こ

ろ

承

認

さ

れ

た

の
で
、
こ
れ
を
今
年
の
事
業

の

柱

に

し

た

い

と

諮

っ

た

と
こ
ろ
、
承
認
さ
れ
た
の
で
、

具

体

的

に

事

業

内

容

の

説

明
が
あ
り
、
第
一
回
目
の
セ

ミ

ナ

ー

を

八

月

二

十

六

日

に

開

催

す

る

こ

と

で

了

承

さ
れ
た
。 

② 

各
委
員
会
活
動
の
基
本 

方
針
に
つ
い
て 

本

間

専

務

理

事

よ

り

先

に

開

催

し

た

第

一

回

合

同

委

員
会
で
、
各
委
員
会
の
活
動

内

容

に

つ

い

て

も

う

少

し

具

体

的

に

し

て

ほ

し

い

と

の

声

が

多

か

っ

た

こ

と

か

ら
、
基
本
方
針
に
津
す
い
て

説
明
が
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ

い

て

各

委

員

長

が

委

員

会

を
開
催
し
、
何
を
今
後
や
っ

て

い

く

か

決

定

し

て

ほ

し

い

と

要

請

が

合

了

承

さ

れ

た
。 

③ 

年
次
大
会
大
阪
大
会
に 

つ
い
て 

 

年
次
大
会
大
阪
大
会
に
つ

い

て

参

加

申

し

込

み

状

況

が
報
告
さ
れ
た
。 

④ 

組
合
財
政
に
つ
い
て 

組

合

財

政

ひ

っ

迫

に

つ

い

て

特

別

委

員

会

の

設

置

が
承
認
さ
れ
、
顧
問
、
相
談

役

か

ら

も

意

見

を

聞

く

こ

と
に
な
り
了
承
さ
れ
た
。 

 

訂 
 

 

正 

  

組
合
員
名
簿
２
０
１
５-

２

０
１
６
年
版
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

協
賛
会
・
大
王
製
紙
㈱
の
代

表
者
が
、
井
川
意
高
と
あ
り
ま

す
の
は
、
佐
光
正
義
の
誤
り
で

し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
な
お
、
同
社
は
九
月
一
日
付

で
事
務
所
も
先
に
移
転
い
た
し

ま
す 

 

                                 

 

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
２
０
１
５
が
９
月
⒒
日
よ
り 

ラ
ベ
ル
関
連
の
出
展
者
も
数
多
く 



     

東

京

都

で

は

中

小

企

業

の

方
々
に
事
業
に
必
要
な
資
金
を

円
滑
に
調
達
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
東
京
都
、
東
京
信
用
保
証

協
会
、
金
融
機
関
の
三
社
が
強

調
し
て
資
金
を
供
給
す
る
「
中

小
企
業
向
け
融
資
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。 

 

こ
れ
は
創
業
、
事
業
拡
大
、

経
営
の
安
定
化
等
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
多
様
な
融
資
メ
ニ
ュ
ー

を
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

融
資
と
合
わ
せ
て
信
用
保
証
料

の
補
助
や
経
営
支
援
を
受
け
ら

れ
る
融
資
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま

す
。 

 

新
規
拡
充
内
容
と
し
て
は
、 

 

■
「
創
業
融
資
」
の
利
用
者

負
担
を
大
幅
軽
減 

 

信
用
保
証
料
の
二
分
の
一
を

補
助
す
る
と
と
も
に
、
商
工
団

体
等
か
ら
支
援
を
受
け
だ
場
合
、

の
金
利
を
〇
・
四
％
優
遇
す
る

こ
と
で
、
創
業
者
の
負
担
を
大

幅
に
軽
減
し
ま
す
。 

 

■
事
業
承
継
を
支
援
す
る
メ

ニ
ュ
ー
を
新
設 

 

後
継
者
へ
の
事
業
の
引
継
ぎ 

 

    

期
に
、
経
営
安
定
化
や
多
角
化

な
ど
を
目
的
と
し
て
活
用
で
き

る
メ
ニ
ュ
ー
「
事
業
承
継
無
を

新
設
し
、
信
用
保
証
料
の
二
分

の
一
を
補
助
し
ま
す
。 

 

■
事
業
継
続
計
画(

Ｂ
Ｃ
Ｐ)

の
取
組
み
を
支
援 

 
産
業
力
強
化
融
資
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
の
対
象
と
し
て
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
策
定
・
実
施
に
係
る
費
用

を
追
加
し
、
都
内
中
小
企
業
の

危
機
管
理
に
対
す
る
取
組
み
を

支
援
し
ま
す
。 

 

■
売
上
金
の
入
金
予
定
に
応

じ
た
返
済
が
可
能
な
受
注
対
応

型
の
メ
ニ
ュ
ー
を
新
設 

「
事
業
一
般
」
の
融
資
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

受
注
に
よ
る
二
年
以
内
の
入
金

予
定
に
合
わ
せ
て
返
済
方
法
を

設
定
で
き
る
「
受
注
対
応
特
例
」

を
新
設
し
ま
す
。 

 

利
用
で
き
る
方
は
、
都
内
に

事
業
所(

住
居)

が
あ
り
、
信
用

保
証
協
会
の
保
証
対
象
業
種
を

営
む
中
小
企
業
者
。 

 

主
な
制
度
融
資
と
し
て
は
、 

 

□
経
営
支
援
融
資
・
事
業
承

継 

 
 

 

   

制
度
の
特
徴
と
し
て
は
、
計

画
を
策
定
し
、
十
年
以
内
に
後

継
者
へ
の
承
継
に
取
り
組
む
方

か
ら
事
業
の
承
継
か
ら
五
年
未

満
の
方
ま
で
、
事
業
承
継
期
に

あ
る
方
の
資
金
調
達
に
幅
広
く

活
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

東
京
都
が
全
事
業
者
に
対
し

て
信
用
保
証
料
の
二
分
の
一
を

補
助
し
ま
す
。
資
金
使
途
は
運

転
資
金
・
設
備
資
金
、
融
資
期

間
は
十
年
以
内
、
融
資
限
度
額

は
二
億
八
千
万
円
、
融
資
利
率

は
一
・
五
か
ら
二
・
二
％
以
内
。 

 

□
産
業
力
強
化
融
資 

設
備

更
新
・
企
業
立
地
促
進 

機

械

設

備

の

更

新

や

工

場

の
新
増
設
等
を
支
援
す
る
保
証

料
負
担
を
大
幅
に
軽
減
し
た
メ

ニ
ュ
ー
。 

制
度
の
特
徴
と
し
て
は
、
設

備
投
資
や
工
場
・
事
務
所
の
新

増
設
に
必
要
な
資
金
を
長
期
で

融
資
す
る
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
都

が
全
事
業
者
に
対
し
て
信
用
保

証
料
を
補
助
し
ま
す
。 

設
備
更
新
は
十
年
、
企
業
立

地
促
進
は
十
五
年
、
融
資
限
度

額
は
二
億
八
千
万
円
、
融
資 

    は
一
・
五
か
ら
二
・
四
％
以
内
。 

 

こ
の
他
に
も
月
々
の
返
済
負

担
を
軽
減
し
た
い
方
に
、
起
業

再
生
支
援
融
資
の
「
特
別
借
換
」

と
、
小
口
資
金
融
資
の
「
小
口
・

短
期
つ
な
ぎ
特
例
」
が
あ
り
ま

す
。 特

別

借

換

は

借

入

中

の

保

証
付
債
務
を
一
本
化
し
根
返
済

期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、

月
々
の
返
済
負
担
金
を
軽
減
す

る
こ
と
で
、
資
金
繰
り
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
出
来
る
融
資
メ

ニ
ュ
ー
。 

 

一
方
、
小
口
・
短
期
つ
な
ぎ

特
例
は
、
小
規
模
企
業
の
一
時

的
な
資
金
需
要
に
ス
ピ
ー
デ
ィ

に
対
応
す
る
つ
な
ぎ
融
資
メ
ニ

ュ
ー
で
、
三
百
万
円
ま
で
の
小

口
資
金
を
原
則
三
営
業
日
以
内

で
保
証
審
査
し
根
保
証
料
の
二

分
の
一
を
補
助
し
ま
す
。 

こ

の

他

に

も

様

々

な

融

資

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
東
京

都
産
業
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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ご
存
知
で
す
か
？ 

 

東
京
都
の
中
小
企
業
向
け
の
様
々
な
融
資
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う 

 

http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/kinyu/yuushi/03_ichiran.html
http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/kinyu/yuushi/03_ichiran.html
http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/kinyu/yuushi/03_ichiran.html
http://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.jp/kinyu/yuushi/03_ichiran.html


                    

東
京
商
工
会
議
所
で
は
、
二
十

三
区
内
の
小
規
模
事
業
者
の
事

業
承
継
や
成
長
発
展
へ
の
支
援
、

創
業
予
定
者
へ
き
め
細
か
い
相

談
を
行
う
拠
点
と
し
て
、
都
内

四
か
所
に
こ
の
ほ
ど
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
を
開
設
し
ま

し
た
。 

 

「
新
規
顧
客
獲
得
の
た
め
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
善
し
た
い
」

「
売
り
上
げ
や
収
益
が
思
っ
た

よ
う
に
上
が
ら
な
く
な
っ
た
け

ど
、
原
因
が
分
か
ら
な
い
」「
事 

          

 

 

業
後
継
者
へ
経
営
者
と
し
て
の

教
育
を
し
た
い
」
な
ど
、
新
し

い
取
り
組
み
を
始
め
る
時
、
企

業
経
営
で
困
っ
た
時
に
、
現
状

分
析
や
改
善
策
の
検
討
、
事
業

計
画
づ
く
り
、
改
善
の
実
行
を

支
援
し
く
れ
ま
す
。 

 

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
の
特
徴

と
し
て
は
、 

 

■
会
社
訪
問
を
基
本
に
し
て

い
ま
す
。 

 

■
東
京
二
十
三
区
内
に
事
業

所
が
あ
る
会
社
・
個
人
事
業
主
、 

創
業
予
定
者
が
利
用
で
き
ま
す
。 

■
窓
口
相
談
、
専
門
家
派
遣

(

回
数
制
限
有)

な
ど
は
無
料
。 

 

■
企
業
の
現
状
に
応
じ
た
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
支
援
を
行
い

ま
す
。 

 

■
会
社
の
現
状
分
析
、
、
改
善

策
の
検
討
、
事
業
計
画
づ
く
り
、

改
善
策
の
実
行
の
各
段
階
を
継

続
的
に
支
援
し
ま
す
。 

 

■
担
当
者(

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー)

が
支
援
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。 

 

■
商
工
会
議
所
の
経
営
相
談

メ
ニ
ュ
ー
、
公
的
支
援
策
の
活

用
も
提
案
し
ま
す
。 

相
談
例
と
し
て
は
、 

① 

事
業
承
継 

承
継
を
考
え 

る
年
齢
に
な
っ
た
が
進
め
方
が

分
か
ら
な
い
、
後
継
者
に
経
営

者
と
し
て
の
勉
強
を
さ
せ
た
い
、

株
式
な
ど
の
事
業
用
資
産
の
宗

族
が
不
安
、 

② 

創
業 
創
業
計
画
の
フ
ラ 

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
し
た
い
、
創

業
融
資
、
助
成
金
の
申
し
込
み

を
し
た
い 

③ 

新
規
事
業
展
開 

Ｂ
ｔ
ｏ 

Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
な
く
、
Ｂ

ｔ
ｏ
Ｃ
に
も
展
開
し
た
い
、
海

外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
取
り
込
み

た
い
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
を
開

発
し
た
い(

下
請
け
か
ら
の
脱

却) 

④ 

営
業
戦
略
、 

チ
ラ
シ
や
カ 

タ
ロ
グ
な
ど
販
促
ツ
ー
ル
を
見

直
し
た
い
、
Ｗ
ｅ
ｂ
経
由
の
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
た
い 

⑤ 

人
材
活
用
・
労
務
管
理 

社 

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

た
い
、
人
事
考
課
・
評
価
制
度

を
導
入
し
た
い
、
就
業
規
則
、

賃
金
規
定
を
見
直
し
た
い 

⑥ 

生
産
性
向
上
・
業
務
効
率
化 

生
産
工
程
、
作
業
工
程
を
見
直

し
た
い
、
コ
ス
ト
削
減
策
を
検

討
し
た
い 

 

問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先

は
次
の
通
り
。 

 

■
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク(

東
京

東) 

墨
田
区
江
東
橋
三-

九-

一

〇 

墨
田
参
産
業
会
館
９
階 

☎
六
六
六-

九
六
五
〇 

 

■
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク(

東
京

南) 

港
区
浜
松
町
二-

四-

一
世

界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
５-

Ｅ 
 

 
 

☎
六
七
二
一-

五
四
九
一 

 

■

サ

ポ

ー

ト

デ

ス
ク(

東

京

西)
 

新
宿
区
西
新
宿
六-

八-

二 

Ｂ
Ｉ
Ｚ
新
宿
４
階 

☎
六
二
七

九-

〇
七
六
一 

 

■

サ

ポ

ー

ト

デ

ス

ク(

東

京

北) 

北
区
王
子
一-

十
一-

一
北

ト
ピ
ア
十
二
階 

☎
五
九
三
三

-

六
九
一
〇 

 

                                 

 

東京商工会議所が  

都内 4 ヶ所にビジネスサポートデスク開設 

  小規模事業者を対象にきめ細かな対応を 



■
ク
ロ
ー
ン
病
と
は 

 
小
腸
、
大
腸
を
中
心
と
す
る

消
化
管
に
炎
症
を
起
こ
し
、
び

ら
ん
や
潰
瘍
を
生
じ
る
慢
性
の

疾
患
で
す
。
症
状
は
、
腹
痛
、

下
痢
、
下
血
、
体
重
減
少
、
発

熱
な
ど
で
す
。
二
〇
代
に
最
も

多
く
発
症
し
ま
す
が
、
ほ
か
の

年
代
に
も
み
ら
れ
ま
す
。 

                 

欧
米
に
多
く
、
日
本
で
は
比

較
的
少
な
い
疾
患
で
す
が
、
最

近
患
者
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

潰
瘍
性
大
腸
炎
と
似
て
い
る
点

も
多
く
、
二
つ
を
ま
と
め
て
炎

症
性
腸
疾
患
と
呼
び
ま
す
。 

■
原
因
は 

遺

伝

的

要

因

と

そ

れ

に

基

づ
く
腸
管
で
の
異
常
な
免
疫
反

応
の
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
食
生

活
の
欧
米
化
に
よ
っ
て
患
者
数

が
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ
、
食

物
中
の
物
質
や
微
生
物
が
抗
原

と
な
っ
て
異
常
反
応
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
、
原
因
の
ひ
と
つ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

■
症
状
の
現
れ
方 

下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
、
体
重

減
少
、
全
身
倦
怠
感(

け
ん
た
い

か
ん)

が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
血

便
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い

こ
と
も
あ
り
、
下
痢
や
下
血
が

軽
度
の
場
合
、
な
か
な
か
診
断

が
つ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

口
腔
粘
膜
に
ア
フ
タ
（
有
痛
性

小
円
形
潰
瘍
）
や
小
潰
瘍
が
み

ら
れ
た
り
、
痔
、
と
く
に
痔
瘻

(

じ

ろ

う)

や

肛

門

周

囲

膿

瘍

(

の
う
よ
う)

と
い
わ
れ
る
難
治

性
の
肛
門
疾
患
を
合
併
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

ま
た
消
化
管
以
外
の
症
状
と

し
て
、
関
節
炎
、
皮
膚
症
状
（
結

節
性
紅
斑
、
壊
疽
性
膿
皮
症(

え

そ
せ
い
の
う
ひ
し
ょ
う)

な
ど
）
、

眼
症
状
（
ぶ
ど
う
膜
炎
な
ど
）

を
合
併
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

■
検
査
と
診
断 

潰
瘍
性
大
腸
炎
と
異
な
り
、

炎
症
は
口
腔
か
ら
肛
門
ま
で
の

消
化
管
全
体
に
起
こ
り
え
ま
す

が
、
最
も
病
変
が
生
じ
や
す
い

の

は

回

盲

部(

か

い

も

う

ぶ)

（
小
腸
と
大
腸
の
つ
な
が
る
と

こ
ろ
）
付
近
で
す
。
病
変
が
小

腸
の
み
に
あ
る
小
腸
型
、
大
腸

の
み
に
あ
る
大
腸
型
、
両
方
に

あ
る
小
腸
大
腸
型
に
分
類
さ
れ

ま
す
。 

 

 

ク
ロ
ー
ン
病
の
病
変
は
、
非

連
続
性
と
い
わ
れ
、
正
常
粘
膜

の
な
か
に
潰
瘍
や
び
ら
ん
が
と

び
と
び
に
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

縦
走(

じ
ゅ
う
そ
う)

潰
瘍
（
消

化
管
の
縦
方
向
に
沿
っ
て
で
き

る
細
長
い
潰
瘍
）
が
特
徴
的
で
、

組
織
を
顕
微
鏡
で
見
る
と
非
乾

酪
性
類
上
皮
細
胞
肉
芽
腫(

ひ

か
ん
ら
く
せ
い
る
い
じ
ょ
う
ひ

さ
い
ぼ
う
に
く
げ
し
ゅ)

と
い

わ
れ
る
特
殊
な
構
造
が
み
ら
れ

ま
す
。
大
腸
内
視
鏡
検
査
、
小

腸
造
影
検
査
、
上
部
消
化
管
内

視
鏡
検
査
な
ど
を
行
い
、
こ
の

よ
う
な
病
変
が
認
め
ら
れ
れ
ば

診
断
が
つ
き
ま
す
。
血
液
検
査

で
は
炎
症
反
応
上
昇
や
貧
血
、

低
栄
養
状
態
が
み
ら
れ
ま
す
。 

■
治
療
の
方
法 

 

薬
物
療
法
と
し
て
、
５
‐
ア

ミ
ノ
サ
リ
チ
ル
酸
製
剤
（
サ
ラ

ゾ
ピ
リ
ン
、
ペ
ン
タ
サ
）
、
ス
テ

ロ
イ
ド
薬
を
使
用
し
ま
す
。
食

べ
物
が
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
栄
養

療
法
も
重
要
で
、
最
も
重
症
の

時
に
は
絶
食
と
中
心
静
脈
栄
養

が
必
要
で
す
。
少
し
よ
く
な
っ

て
き
た
ら
、
成
分
栄
養
剤
（
エ

レ
ン
タ
ー
ル
）
と
い
う
脂
肪
や

蛋
白
質
を
含
ま
な
い
流
動
食
を

開
始
し
ま
す
。
成
分
栄
養
剤
は

栄
養
状
態
改
善
の
た
め
に
も
有

効
で
す
。 

 

 

炎
症
が
改
善
し
普
通
食
に
近

い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
も
、
脂
肪
の
と
り
す
ぎ

や
食
物
繊
維
の
多
い
食
品
は
避

け
ま
す
。
腸
に
狭
窄
や
瘻
孔(

ろ

う
こ
う)

（
腸
管
と
腸
管
、
腸
管

と
皮
膚
な
ど
が
つ
な
が
っ
て
内

容
物
が
も
れ
出
て
し
ま
う
）
を

生
じ
た
り
、
腸
閉
塞
、
穿
孔(

せ

ん
こ
う)

、
膿
瘍
な
ど
を
合
併
し

た
り
し
た
場
合
、
手
術
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ
（
レ
ミ

ケ
ー
ド
）
は
、
抗
Ｔ
Ｎ
Ｆ
‐α

抗
体
製
剤
と
い
わ
れ
る
薬
剤
で
、

高
い
活
動
性
が
続
く
場
合
や
瘻

孔
を
合
併
し
て
い
る
場
合
に
と

く
に
有
効
で
す
。 
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No131 健康がいちばん !   

最近増えている「クローン病」 

小腸や大腸に炎起こす慢性疾患 

http://health.goo.ne.jp/medical/10G30600
http://health.goo.ne.jp/medical/10G30600
http://health.goo.ne.jp/medical/10H20800
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